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聖書
せいしょ

の神様
かみさま

のご品性
ひんせい

には「憐
あわ

れみ（人
ひと

の悲
かな

しみ苦
くる

しみを自分
じぶん

のことのように共
とも

に感
かん

じること）と正義
せいぎ

（正
ただ

しい）

（優
やさ

しい愛
あい

と厳
きび

しい愛
あい

）」の二
ふた

つの面
めん

があります。 

それは、母親
ははおや

の優
やさ

しい愛
あい

と父親
ちちおや

の厳
きび

しい愛
あい

のバランスが取
と

れていると、子供
こども

が「右
みぎ

にも左
ひだり

にも曲
ま

がらずに」正
ただ

しく育
そだ

ち、幸
しあわ

せな人生
じんせい

を送
おく

れる事
こと

を示
しめ

しています。 

神様
かみさま

はモーセに、ご自身
じしん

の御名
み な

（ご品性
ひんせい

）を宣言
せんげん

されました。 

「主
しゅ

、主
しゅ

、憐
あわ

れみ深
ぶか

く恵
めぐ

みに富
と

む神
かみ

、忍耐
にんたい

強
づよ

く、慈
いつく

しみとまこととに満
み

ち、幾
いく

千代
せんだい

にも及
およ

ぶ慈
いつく

しみを守
まも

り、

罪
つみ

と背
そむ

きと過
あやま

ちを赦
ゆる

す。 

しかし、罰
ばっ

すべき者
もの

を罰
ばっ

せずにはおかず、父祖
ふ そ

の罪
つみ

を三代
さんだい

、四代
よんだい

までも問
と

う者
もの

。」 

（出
しゅつ

エジプト記
き

 3 4
さんじゅうよん

：6
ろく

、7
なな

）。 

旧約
きゅうやく

聖書
せいしょ

の時代
じだい

に、神様
かみさま

の「憐
あわ

れみ（人
ひと

の悲
かな

しみ苦
くる

しみを自分
じぶん

のことのように共
とも

に感
かん

じること）と正義
せいぎ

（人間
にんげん

の行為
こうい

の正
ただ

しさ）」「優
やさ

しい愛
あい

と厳
きび

しい愛
あい

」を現
あらわ

す二
ふた

つの役割
やくわり

がありました。 

それは「祭司
さいし

と預言者
よげんしゃ

」です。 

祭司
さいし

は、神様
かみさま

の「憐
あわ

れみ（人
ひと

の悲
かな

しみ苦
くる

しみを自分
じぶん

のことのように共
とも

に感
かん

じること）と優
やさ

しい愛
あい

」を現
あらわ

す

働
はたら

きをして、罪
つみ

に気
き

づき悔
く

い改
あらた

める罪
つみ

人
ひと

の罪
つみ

を執
と

り成
な

し、救
すく

いに導
みちび

きます。 

預言者
よげんしゃ

は、神様
かみさま

の「正義
せいぎ

と厳
きび

しい愛
あい

」を現
あらわ

す働
はたら

きをして、妥協
だきょう

する（お互
たが

いが譲
ゆず

り合
あ

って一致点
いっちてん

を見
み

つけ

て平和
へいわ

に解
かい

決
けつ

する）ことなく罪
つみ

を指摘
してき

して（指
さ

し示
しめ

して）、罪
つみ

に気
き

づかせて人
ひと

を悔
く

い改
あらた

めと救
すく

いに導
みちび

きます。 

今週
こんしゅう

は、神様
かみさま

の「正義
せいぎ

と厳
きび

しい父親
ちちおや

のような愛
あい

」を現
あらわ

す預言者
よげんしゃ

の働
はたら

きを学
まな

びます。 

箴言
しんげん

に「むちを控
ひか

えるものは、自分
じぶん

の子
こ

を憎
にく

む者
もの

。子
こ

を愛
あい

する者
もの

は熱心
ねっしん

に諭
さと

しを与
あた

える。」（箴言
しんげん

1 3
じゅうさん

：

2 4
にじゅうよん

） 

「あらわな戒
いまし

めは、隠
かく

された愛
あい

にまさる。愛
あい

する者
もの

の与
あた

える傷
きず

は忠実
ちゅうじつ

さのしるし。憎
にく

む人
ひと

は数多く
かずおお 

の接吻
せっぷん

を与
あた

える。」（箴言
しんげん

 2 7
にじゅうなな

：5
ご

、6
ろく

） 



とあります。あらわな戒
いまし

め（厳
きび

しい言葉
ことば

）は、聞
き

く人
ひと

には耳障
みみざわ

り（聞
き

いていて嫌
いや

な気
き

持
も

ちになること）でも、

それ（あらわな戒
いまし

め（厳
きび

しい言葉
ことば

））は相手
あいて

を真
しん

に愛
あい

する愛
あい

の現
あらわ

れです。 

耳
みみ

の痛
いた

い事
こと

（自分
じぶん

の罪
つみ

を聞
き

いて辛
つら

いと思
おも

うこと）を言
い

ってくれる人
ひと

は大切
たいせつ

な人
ひと

です。 

私達
わたしたち

は、相手
あいて

から（厳
きび

しい事
こと

を）言
い

ってもらわないと気
き

がつかない事
こと

が多
おお

くあります。 

また、相手
あいて

に（厳
きび

しい事
こと

を）言
い

わないと気
き

づいてもらえない事
こと

があるのです。 

互
たが

いに言
い

うべき厳
きび

しい事
こと

を言
い

うのが「互
たが

いに愛
あい

し合
あ

う事
こと

」でもあるのです。 

優
やさ

しいだけでは、（自分
じぶん

の罪
つみ

に気
き

づくのに）不十分
ふじゅうぶん

な（足
た

りない）時
とき

があるのです。 

真実
しんじつ

（本当
ほんとう

）の愛
あい

は、厳
きび

しい言葉
ことば

で相手
あいて

を一時的
いちじてき

に悲
かな

しませてもあるべき（元
もと

の正
ただ

しい）姿
すがた

に回復
かいふく

する事
こと

を願
ねが

うのです。 

厳
きび

しい言葉
ことば

で（言
い

うのは、）相手
あいて

に一時的
いちじてき

には嫌
きら

われても良
よ

いとの覚悟
かくご

を持
も

つ勇気
ゆうき

のある態度
たいど

を示
しめ

す事
こと

なので

す。 

預言者
よげんしゃ

は、罪
つみ

を指摘
してき

して（指
さ

し示
しめ

して）罪
つみ

に気
き

づき悔
く

い改
あらた

めるように導
みちび

く「神様
かみさま

の厳
きび

しい愛
あい

の声
こえ

」です。 

罪
つみ

には二
ふた

つの面
めん

があります。 

・一
ひと

つは、間違
まちが

った事
こと

（悪
わる

い事
こと

）をしている事
こと

です。 

・もう一
ひと

つは、すべき事
こと

（良
よ

い事
こと

）をしていない事
こと

です。 

預言者
よげんしゃ

は、間違
まちが

った考
かんが

えや行
おこな

いを指摘
してき

して（指
さ

し示
しめ

して）悔
く

い改
あらた

めに導
みちび

きます。 

また、貧
まず

しい人
ひと

、苦
くる

しんでいる人
ひと

、助
たす

けの必要
ひつよう

な人
ひと

への憐
あわ

れみ（人
ひと

の悲
かな

しみ苦
くる

しみを自分
じぶん

のことのように共
とも

に感
かん

じること）と慈
いつく

しみ（包
つつ

むような愛情
あいじょう

）を忘
わす

れている事
こと

を指摘
してき

して、憐
あわ

れみ（人
ひと

の悲
かな

しみ苦
くる

しみを自分
じぶん

のことのように共
とも

に感
かん

じること）と慈
いつく

しみ（包
つつ

むような愛情
あいじょう

）に立
た

ち帰
かえ

るように勧
すす

めます。 

私達
わたしたち

も、互
たが

いに預言者
よげんしゃ

として「神様
かみさま

の厳
きび

しい愛
あい

の声
こえ

（耳
みみ

に痛
いた

い声
こえ

）」を聞
き

いて、その声
こえ

に従
したが

って神様
かみさま

の

祝福
しゅくふく

の道
みち

を歩
あゆ

んで行
い

きたいと思
おも

います。 

またある時
とき

は「神様
かみさま

の厳
きび

しい愛
あい

の声
こえ

（耳
みみ

に痛
いた

い声
こえ

（自分
じぶん

の罪
つみ

を聞
き

いて辛
つら

いと思
おも

うこと））」を語
かた

る預言者
よげんしゃ

とし

て、歩
あゆ

んで行
い

きたいと思
おも

います。 

 

2．日曜日
にちようび

：繰
く

り返
か

される正義
せいぎ

への呼
よ

びかけ 

旧約
きゅうやく

聖書
せいしょ

の時代
じだい

、イスラエルの民
たみ

は、「ほかのすべての国々
くにぐに

のように、裁
さば

きを行
おこな

う王
おう

を立
た

てて下
くだ

さい」と、

当時
とうじ

のイスラエルの指導者
しどうしゃ

であった預言者
よげんしゃ

サムエルに求
もと

めました。 

サムエルは、イスラエルに王
おう

が誕生
たんじょう

すると「あなたたちの息
むす

子
こ

も軍隊
ぐんたい

に徴用
ちょうよう

される～娘
むすめ

たちも徴用
ちょうよう

され

る～畑
はたけ

も王
おう

のために没収
ぼっしゅう

される・・あなたたちは王
おう

の奴隷
どれい

となる」と将来
しょうらい

の現
げん

実
じつ

を隠
かく

す事
こと

なく民
たみ

に警告
けいこく

し



ました。 

サムエルは、サウル王
おう

が即位
そくい

した後
のち

、サウル王
おう

にも警告
けいこく

しました。 

ダビデ王
おう

がバテシバと姦淫
かんいん

して（結婚
けっこん

していないのに男女
だんじょ

関係
かんけい

を持
も

って）妊娠
にんしん

して、罪
つみ

を隠
かく

すためにバテシ

バの夫
おっと

を巧
こう

妙
みょう

に（いろいろな方法
ほうほう

を使
つか

って上手
う ま

く）戦場
せんじょう

で死
し

なせました。 

預言者
よげんしゃ

ナタンがダビデ王
おう

の所
ところ

に来
き

てダビデの罪
つみ

を指摘
してき

して（指
さ

し示
しめ

して）、罪
つみ

の悔
く

い改
あらた

めに導
みちび

きました。 

この様
よう

に旧約
きゅうやく

聖書
せいしょ

の時代
じだい

には、神様
かみさま

は預言者
よげんしゃ

を遣
つか

わして（行
い

かせて）「神様
かみさま

の厳
きび

しい愛
あい

の声
こえ

」を何度
なんど

も何度
なんど

も伝
つた

えました。 

私達
わたしたち

人間
にんげん

は、不正
ふせい

（正
ただ

しくないこと）や偽善
ぎぜん

（良
よ

い人
ひと

に見
み

えるようにすること）、暴力
ぼうりょく

、貧困
ひんこん

、搾取
さくしゅ

（こき

使
つか

ってお金
かね

を取
と

ること）があっても、それ不正
ふせい

（正
ただ

しくないこと）や偽善
ぎぜん

（良
よ

い人
ひと

に見
み

えるようにすること）、

暴力
ぼうりょく

、貧困
ひんこん

、搾取
さくしゅ

（こき使
つか

ってお金
かね

を取
と

ること）に慣
な

れてしまうと良
よ

くない状態
じょうたい

に鈍感
どんかん

に（気
き

付
づ

かなく）な

ってしまい、腹
はら

を立
た

ててそれらを改善
かいぜん

しようという思
おも

いにならなくなります。 

憐
あわ

れみ（人
ひと

の悲
かな

しみ苦
くる

しみを自分
じぶん

のことのように共
とも

に感
かん

じること）の心
こころ

を持
も

つ神様
かみさま

は、貧
まず

しく苦
くる

しんでいる

者
もの

をそのままにしてはおかれません。 

預言者
よげんしゃ

を遣
つか

わして憐
あわ

れみ（人
ひと

の悲
かな

しみ苦
くる

しみを自分
じぶん

のことのように共
とも

に感
かん

じること）のなさを指摘
してき

して（指
さ

し

示
しめ

して）人
ひと

を憐
あわ

れむ（人
ひと

の悲
かな

しみ苦
くる

しみを自分
じぶん

のことのように共
とも

に感
かん

じる）者
もの

とさせるのです。 

また、正義
せいぎ

（正
ただ

しい）である神様
かみさま

は、不正
ふせい

（正
ただ

しくないこと）と悪
わる

をそのままにはしておかれずに預言者
よげんしゃ

を遣
つか

わ

して（行
い

かせて）、罪
つみ

を指摘
してき

し（指
さ

し示
しめ

して）、罪
つみ

に気
き

づかせ、正
ただ

しい道
みち

に導
みちび

くのです。 

 

３．月曜日
げつようび

：アモス 

アモスは家畜
かちく

（家庭
かてい

で飼
か

っている牛
うし

・馬
うま

・鳥
とり

・犬
いぬ

など）を飼
か

い、いちじく桑
くわ

を栽培
さいばい

する農民
のうみん

でしたが「行
い

っ

て、わが民
たみ

イスラエルに預言
よげん

せよ」との神様
かみさま

の声
こえ

を聞
き

き、預言者
よげんしゃ

として召
め

されました。 

そして彼
かれ

は神
かみ

の召
め

し（招
まね

き）に従
したが

い民
たみ

に語
かた

りました。 

現
げん

代
だい

の私達
わたしたち

も、それぞれの普段
ふだん

の生活
せいかつ

と働
はたら

きの中
なか

にあって、アモスのように「もう一
ひと

人の預言者
よげんしゃ

」として

神様
かみさま

の言葉
ことば

を語
かた

り伝
つた

える者
もの

として召
め

されて（招
まね

かれて）いるのではないでしょうか。 

ダビデ王
おう

の子
こ

ソロモン王
おう

は神殿
しんでん

を建設
けんせつ

し素晴
す ば

らしい信仰
しんこう

を現
あらわ

し、外国
がいこく

の人々
ひとびと

が遠
とお

くからやって来
く

るほどに

神様
かみさま

をあかししていました。 

しかし後
のち

に、外国
がいこく

の神様
かみさま

に心
こころ

を向
む

け、神様
かみさま

を信
しん

じない国々
くにぐに

と交
まじ

わるようになり、国
くに

は北王国
きたおうこく

のイスラエルと、

南王国
みなみおうこく

のユダに分裂
ぶんれつ

してしまいました。 

アモスは、ユダヤの国
くに

の周辺
しゅうへん

の異邦人
いほうじん

（外国
がいこく

人
じん

）の国々
くにぐに

の犯罪
はんざい

、暴力
ぼうりょく

、残虐
ざんぎゃく

（人
ひと

を殺
ころ

したりとても苦
くる

し



ませたりするようなとてもひどい）行為
こうい

を指摘
してき

し（指
さ

し示
しめ

し）ました。 

次
つぎ

にアモスは、北王国
きたおうこく

イスラエルに、さらに南王国
みなみおうこく

のユダにも、神様
かみさま

を拒
こば

み（に従
したが

わないで）偶像
ぐうぞう

礼拝
れいはい

を

し、神様
かみさま

の掟
おきて

に従
したが

わなかった信仰
しんこう

の罪
つみ

を指摘
してき

します。 

また、民
たみ

が貧
まず

しい者
もの

の訴
うった

えを退
しりぞ

けて憐
あわ

れみを現
あらわ

さなかった（人
ひと

の悲
かな

しみ苦
くる

しみを自分
じぶん

のことのように共
とも

に

感
かん

じることを見
み

せない）罪
つみ

を指摘
してき

し（指
さ

し示
しめ

し）、罪
つみ

の裁
さば

きと滅
ほろ

びの警告
けいこく

を語
かた

ります。 

しかし、アモスは、罪
つみ

の指摘
してき

だけではなく民
たみ

に、 

「善
ぜん

を求
もと

めよ、悪
わる

を求
もと

めるな～自分
じぶん

の神
かみ

と出会
で あ

う備
そな

えをせよ～主
しゅ

を求
もと

めよ」と信仰
しんこう

の励
はげ

ましを語
かた

ります。 

また、「その日
ひ

には（後
のち

の日
ひ

には）ダビデの倒
たお

れた仮庵
かりいお

を復興
ふっこう

する」（アモス 9
きゅう

： 1 1
じゅういち

）と希望
きぼう

の言葉
ことば

も語
かた

る

のです。 

アモスは、「これがダメ」と悪
わる

い所
ところ

を指摘
してき

する（指
さ

し示
しめ

す）だけではなく、「このようにすると良
よ

い～そうすると

希望
きぼう

がある」と何
なに

をしたら良
よ

いか～そうすると希望
きぼう

があると、具体的
ぐたいてき

な（はっきりと知
し

ることが出来
で き

る）励
はげ

ましと希望
きぼう

と意欲
いよく

（積極的
せっきょくてき

に行
おこな

おうとする心
こころ

）をも与
あた

えた預言者
よげんしゃ

でした。 

私達
わたしたち

も罪
つみ

を指摘
してき

する（指
さ

し示
しめ

す）だけでなく、励
はげ

ましと希望
きぼう

を与
あた

える人
ひと

になりたいですね。 

 

４．火曜日
かようび

：ミカ 

預言者
よげんしゃ

のミカは、「彼
かれ

らは貪欲
どんよく

に畑
はたけ

を奪
うば

い、家々
いえいえ

を取
と

り上
あ

げる」（2
に

：2
に

）と貧
まず

しい人
ひと

たちが苦
くる

しめられている

姿
すがた

を指摘
してき

しました。 

また、「頭
かしら

（民
たみ

の指導者
しどうしゃ

）たちは賄賂
わいろ

を取
と

って裁判
さいばん

をし、（宗 教
しゅうきょう

の指導者
しどうしゃ

の）祭司
さいし

たちは代価
だいか

を取
と

って教
おし

え」

る（3
さん

： 1 1
じゅういち

） 

と指導者
しどうしゃ

の罪
つみ

を指摘
してき

し、国
くに

の滅
ほろ

びを預言
よげん

しました。 

神様
かみさま

が預言者
よげんしゃ

を遣
つか

わす（行
い

かせる）のは、滅
ほろ

ぼすためではなく救
すく

うためです。 

（神様
かみさま

が）関
かん

心
しん

を持
も

ち見
み

捨
す

てていない現
あらわ

れであり、神
かみ

の愛
あい

と 魂
たましい

への配慮
はいりょ

（良
よ

い結果
けっか

が出
で

るように相手
あいて

の身
み

に

なって考
かんが

える）があるからです。 

そして神様
かみさま

は預言者
よげんしゃ

ミカを通
とお

して励
はげ

ましの言葉
ことば

を語
かた

るのです。 

（暗唱
あんしょう

聖句
せいく

）「人
ひと

よ、何
なに

が善
ぜん

であり、主
しゅ

が何
なに

をお前
まえ

に求
もと

めておられるかはお前
まえ

に告
つ

げられている。正義
せいぎ

を行
い

い、

慈
いつく

しみを愛
あい

し、へりくだって神
かみ

と共
とも

に歩
あゆ

むこと、これである。」（ミカ６
ろく

：８
はち

） 

 

５．水曜日
すいようび

：エゼキエル 

預言者
よげんしゃ

エゼキエルは、当時
とうじ

の民
たみ

に、罪
つみ

が満
み

ちて滅
ほろ

ぼされたソドムの罪
つみ

と同
おな

じだ、またそれ以上
いじょう

だと語
かた

りました。 



ソドムの罪
つみ

は「高慢
こうまん

で、食物
たべもの

に飽
あ

き安閑
あんかん

と暮
く

らしていながら、貧
まず

しい者
もの

、乏
とぼ

しい者
もの

を助
たす

けようとしなかった。」

( 1
じゅう

６
ろく

： 4 9
よんじゅうきゅう

)という罪
つみ

です。 

また「災
わざわ

いだ、自分
じぶん

自身
じしん

を養
やしな

うイスラエルの牧者
ぼくしゃ

たちは。 

牧者
ぼくしゃ

は群
む

れを養
やしな

うべきではないか～お前
まえ

たちは群
む

れを養
やしな

おうとはしない。 

お前
まえ

たちは弱
よわ

いものを強
つよ

めず、病
や

めるものをいやさず、傷
きず

ついたものを包
つつ

んでやらなかった。 

また、追
お

われたものを連
つ

れ戻
もど

さず、失
うしな

われたものを探
さが

し求
もと

めず、かえって力
ちから

ずくで過酷
かこく

に群
む

れを支配
しはい

した。」

（ 3
さんじゅう

4
よん

：2
に

―4
よん

）と罪
つみ

を指摘
してき

して（指
さ

し示
しめ

して）います。 

エゼキエルの預言
よげん

は、罪
つみ

の指摘
してき

（指
さ

し示
しめ

し）と罪
つみ

の裁
さば

きと国
くに

の滅
ほろ

びの結果
けっか

として、民
たみ

が敵国
てきこく

へ捕囚
ほしゅう

（囚
とら

われる

こと）となる事
こと

だけではなく、さらにその先
さき

の神様
かみさま

のご計画
けいかく

である回復
かいふく

の希望
きぼう

を語
かた

ります。 

エゼキエル書
しょ

は、 

最後
さいご

の４ ７
よんじゅうなな

 章
しょう

 ４
よんじゅう

８
はち

 章
しょう

に 

「命
いのち

の水
みず

が神殿
しんでん

から流
なが

れ出
で

て水
みず

が増
ま

し、泳
およ

がなければ渡
わた

る事
こと

の出来
で き

ない川
かわ

となり、水
みず

は汚
よご

れた海
うみ

に注
そそ

ぎ、海
うみ

の水
みず

もきれいになり、すべての生
い

き物
もの

が生
い

き返
かえ

り、川
かわ

の岸
きし

には果樹
かじゅつ

が大
おお

きくなり葉
は

は枯
か

れず、果実
かじつ

は食用
しょくよう

となり、

葉
は

は薬用
やくよう

となる。」 

と記
しる

されています。 

さらに、 

「神様
かみさま

の祝福
しゅくふく

を現
あらわ

す土地
と ち

がイスラエルの１
じゅう

2
に

部族
ぶぞく

に再
ふたた

び割
わり

り当
あ

てられ、外国
がいこく

人
じん

にも分
わ

け与
あた

えられる。滅
ほろ

ぼ

された神
かみ

の都
みやこ

が回復
かいふく

する。」 

との希望
きぼう

と励
はげ

ましで締
し

めくくられています。 

 

６．木曜日
もくようび

：イザヤ 

預言者
よげんしゃ

イザヤは、民
たみ

の罪
つみ

を 

「かれらはわたしに背
そむ

いた。 

牛
うし

は飼
か

い主
しゅ

を知
し

り、ろばは主
しゅ

人
じん

の飼
か

い葉
ば

桶
おけ

を知
し

っている。 

しかし、イスラエルは知
し

らず私
わたし

の民
たみ

は見
み

分
わ

けない。 

災
わざわ

いだ、罪
つみ

を犯
おか

す国
くに

～悪
わる

を行
おこな

う者
もの

の子
し

孫
そん

、堕落
だらく

した子
こ

らは。 

彼
かれ

らは主
しゅ

を捨
す

て、イスラエルの聖
せい

なる方
かた

を侮
あなど

り主
しゅ

を捨
す

てた～支配者
しはいしゃ

らは無慈悲
む じ ひ

で～孤児
こ じ

の権利
けんり

は守
まも

られず、や

もめの訴
うった

えは取
と

り上
あ

げられない」（イザヤ書
しょ

 １
いっ

章
しょう

 2
に

節
せつ

〜 2
にじゅう

3
さん

節
せつ

） 

と指摘
してき

します。 



そして「背
そむ

く者
もの

と罪
つみ

人
びと

は共
とも

に打
う

ち砕
くだ

かれ、主
しゅ

を捨
す

てる者
もの

は断
た

たれる」（1
いち

： 2
にじゅう

８
はち

）と神
かみ

の裁
さば

きを告
つ

げます。 

イザヤもまた、罪
つみ

の指摘
してき

（指
さ

し示
しめ

すこと）と悔
く

い改
あらた

めを語
かた

ります。 

そしてさらにその先
さき

の神
かみ

の救
すく

いの希望
きぼう

を語
かた

ります。 

イザヤ書
しょ

は、救
すく

い主
しゅ

イエス様
さま

の預言
よげん

が多
おお

く記
しる

されていますので「旧約
きゅうやく

聖書
せいしょ

の福音
ふくいん

書
しょ

、第４
だいよん

の福音
ふくいん

書
しょ

である

ヨハネの福音
ふくいん

書
しょ

の次
つぎ

の“第５
だいご

の福音
ふくいん

書
しょ

”」とも呼
よ

ばれています。 

イエス様
さま

について 

「見
み

よ、おとめが身
み

ごもって男
おとこ

の子
こ

を産
う

み、その名
な

をインマヌエルと呼
よ

ぶ」（イザヤ書
しょ

 7
なな

： 1 4
じゅうよん

）。 

「ひとりのみどりごがわたしたちのために生
う

まれた。ひとりの男
おとこ

の子
こ

がわたしたちに与
あた

えられた。権威
けんい

が彼
かれ

の肩
かた

にある。その名
な

は、驚
おどろ

くべき指導者
しどうしゃ

、力
ちから

あるある神
かみ

、永遠
えいえん

の父
ちち

、平和
へいわ

の君
きみ

と唱
とな

えられる」 

（イザヤ書
しょ

 9
きゅう

：5
ご

）。 

「彼
かれ

は～傷
きず

ついた葦
あし

（あし）を折
お

ることなく、暗
くら

くなった灯心
とうしん

を消
け

すことなく～」（イザヤ書
しょ

 4
よんじゅう

2
に

：3
さん

）。 

「彼
かれ

が刺
さ

し貫
つらぬ

かれたのはわたしたちの背
そむ

きのためであり、彼
かれ

が打
う

ち砕
くだ

かれたのはわたしたちの咎
とが

のためであっ

た。彼
かれ

の受
う

けた懲
こ

らしめによってわたしたちに平和
へいわ

が与
あた

えられ、彼
かれ

の受
う

けた傷
きず

によって、わたしたちはいやされた。

わたしたちは羊
ひつじ

の群
む

れ、道
みち

を誤
あやま

りそれぞれの方角
ほうがく

に向
む

かって行
い

った。そのわたしたちの罪
つみ

をすべて主
しゅ

は彼
かれ

に追
お

わせられた」（イザヤ書
しょ

 5
ごじゅう

3
さん

：5
ご

、６
ろく

）。 

と記
しる

されています。 

イザヤは、（イザヤ書
しょ

）５ ８
ごじゅうはち

：７
なな

、８
はち

に、私達
わたしたち

が神様
かみさま

イエス様
さま

から憐
あわ

れみ（包
つつ

むような愛
あい

）を受
う

けるだけで

はなく、人
ひと

を憐
あわ

れむと（優
やさ

しい愛
あい

で愛
あい

すると） 

「飢
う

えた人
ひと

にあなたのパンを裂
さ

き与
あた

え、さまよう貧
まず

しい人
ひと

を家
いえ

に招
まね

き入
い

れ、裸
はだか

の人
ひと

に会
あ

えば衣
ころも

を着
き

せかけ、

同
どう

胞
ほう

に助
たす

けを惜
お

しまないこと。そうすればあなたの光
ひかり

は 曙
あけぼの

のように射し
さ  

出
い

で、あなたの傷
きず

は速
すみ

やかに癒
いや

される。」

（イザヤ書
しょ

）５８
ごじゅはち

：７
なな

、８
はち

 

と憐
あわ

れむ（包
つつ

むような愛
あい

を持
も

つ）者
もの

の傷
きず

もいやされるとの祝福
しゅくふく

を記
しる

しています。 

このようにイザヤは、救
すく

い主
しゅ

イエス様
さま

は、私達
わたしたち

をいやし、救
すく

い、神様
かみさま

の憐
あわ

れみ（人
ひと

の悲
かな

しみ苦
くる

しみを自分
じぶん

のこ

とのように共
とも

に感
かん

じること）と正義
せいぎ

（正
ただ

しい）を回復
かいふく

して下
くだ

さるという希望
きぼう

を語
かた

っているのです。 

救
すく

い主
ぬし

イエス様
さま

をさらに知
し

り、神様
かみさま

からの祝福
しゅくふく

を受
う

けるためにイザヤ書
しょ

を読
よ

み続
つづ

けていきたいものです。 

 

７．話し合い
はな あ  

のテーマ 

・あなたは自分
じぶん

にとって耳
みみ

の痛
いた

い指摘
してき

を聞
き

入れることができていますか？（特
とく

に家族
かぞく

からの指摘
してき

（あなたの罪
つみ

を指
さ

し

示
しめ

す）） 



・「北風
きたかぜ

と太陽
たいよう

」のお話
はなし

があります。 

人
ひと

のコートを脱
ぬ

がせるのに、北風
きたかぜ

の冷
つめ

たさではなくではなく太陽
たいよう

の暖
あたた

かさによって人
ひと

は自然
しぜん

とコートを脱
ぬ

ぐ

というのです。 

人
ひと

からの北風
きたかぜ

にさらされて、さらに心
こころ

がかたくなになった（人
ひと

からの冷
つめ

たい攻撃
こうげき

などを受
う

けてもっと心
こころ

を

閉
と

ざした）経験
けいけん

はありますか？  

人
ひと

からの太陽
たいよう

の暖
あたた

かさを受
う

けて、心
こころ

が温
あたた

められ（人
ひと

からの暖
あたた

かい励
はげ

ましなどを受
う

けて心
こころ

が癒
いや

されて）

自分
じぶん

から行
おこな

いを改
あらた

めたことがありますか？  

相手
あいて

に気
き

づいて欲
ほ

しい事
こと

をどのように伝
つた

えたら良
よ

いでしょうか？ 

・料理
りょうり

の上手
じょうず

な人
ひと

は「砂糖
さとう

と塩
しお

の使
つか

い方が上手
じょうず

だ」と聞
き

きました。 

それは、私達
わたしたち

の人間
にんげん

関係
かんけい

で、また信仰
しんこう

生活
せいかつ

の中
なか

で「優
やさ

しい愛
あい

と厳
きび

しい愛
あい

」の使
つか

い分
わ

けとも言
い

えるかもしれ

ません。 

あなたは、砂糖
さとう

と塩
しお

のように「優
やさ

しい愛
あい

（言葉
ことば

と行
おこな

い）と厳
きび

しい愛
あい

（言葉
ことば

と行
おこな

い）をどのように使
つか

い分
わ

けて

いますか？ 

・「おりにかなって（時宜
じ ぎ

にかなって）語
かた

られる言葉
ことば

は、銀
ぎん

の彫
ほり

り物
もの

に金
かね

のりんごをはめたようだ」 

（箴言
しんげん

 2
にじゅう

5
ご

：1 1
じゅういち

）とありますが、その時
とき

にふさわしいタイムリーな言葉
ことば

を語
かた

るためには何
なに

が必要
ひつよう

でしょう

か？ 


